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はじめに
災害時要援護者の避難支援ガイドライン 1）では要援護

者の避難支援は自助・地域の共助が基本であり、在宅介
護家族は日頃からの備えと、発災時に避難する準備が必
要である 2）。しかし、要介護認定者では、飲料水の備蓄
は約 4 割、家具の固定は約 3 割で 3）、一般家庭に比較し 4）

災害への備えが不十分であることが指摘されている。ま
た、平成 10 年の郡山水害時、要介護高齢者の避難率は
約 6 割で一般家庭の約 8 割より低かった 5）。このような
要介護者の避難意思に関連する要因として、身体機能と
要介護度が報告されている 6）。

一方、家族介護者の約 7 割は日常生活に悩みやストレ
スを感じており 7）、支援が大切であるが、介護による否
定面だけでなく、介護による充実感といった肯定面をみ
る大切も指摘されている 8）。さらに、家族介護者の介護
負担感と介護肯定感は関連する要因が異なっていること
が報告されている 9）。以上より、家族介護者を支援する
際は否定面と肯定面の両面を理解することが大切である
と考える。

要介護者の日常生活と災害の備えには家族介護者の影
響が大きい。これまでに在宅介護家族の避難の実態は報
告されているが 5）,6）,10）、介護状況が災害時の避難意向に及
ぼす影響は明らかでない。本研究は、家族介護者の避難
意向と介護に対する束縛感、孤立感、充実感の関連を明
らかにすることを目的とした。

方法
1. 対象　
金沢市内 3 つの通所介護施設の利用者の主たる家族介

護者（以下、介護者）とした。施設のある地域は、水害
と土砂崩れが発生したことがある。対象者は要介護者と
同一世帯で自己記載が可能な者とした。

2. 調査方法
無記名自記式質問紙調査を行った。施設管理者に協力

を得て、質問紙配布依頼書を家族に配布し、文書で同意
を得た介護者に研究参加依頼書と質問紙を配布した。記
載後は厳封して施設に渡してもらい、留め置き法で回収
した。調査は 2016 年 9 月～ 10 月に実施した。

3. 調査内容 
1）属性、生活状況
年齢、性別、続柄、家族構成、居住年数、被災経験を

調査した。
2）介護状況
要介護者の年齢、性別、要介護度、疾患、服薬、移動状況、

視力・聴力の低下、会話の支障、利用サービス、介護期
間と内容、および介護に対する束縛感・孤立感・充実感
の尺度 8）を用いて調査した。本尺度は介護の肯定面と否
定面の両方を測定できるので使用した。束縛感、孤立感、
充実感は各 4 項目から構成され、1 項目は 0 点から 4 点
で調査した。　
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3）避難意向、災害の知識、災害の備え
自治体から避難指示が発令された時の避難意向とし

て、避難所へ避難するか、避難しないかを調査した。災
害の知識として居住地域の災害の危険性を調査した。災
害の備えとして、備えの必要性や備蓄等を調査した。

4. 分析方法
避難意向と、介護状況や災害の知識等との関連性につ

いて、χ² 検定、Fisher 直接確率検定、t 検定を用いて分
析した。解析は SPSSver.23 を用い、有意水準は 5% と
した。

5. 倫理的配慮
金沢大学医学倫理審査委員会の承認を受けた（No.703）。

施設管理者の協力の同意は文書で得た。対象者の参加は
自由意思であり、質問紙の回答と提出をもって同意を得た
と判断した。

結果
介護者 104 名に質問紙を配布し、71 名から回答を得た

（回収率 68.3%）。属性、生活状況、介護状況、避難意向、
災害の知識が記載されている者を有効回答者とし（有効
回答率 70.4%）、50 名を分析対象とした。

1. 属性、生活状況、介護状況、避難意向、災害の知識
と備えの実態

平均年齢 63.0 歳、女性 80.0%、要介護者の配偶者が
46.0% であった（表 1）。要介護者の平均年齢 83.0 歳、女
性 54.0%、要介護度 1・2 の者は 72.0% であった。屋外の
移動状況は見守り・要介助者が 88.0% で （表 1）、補助具
使用者が 34 名（68.0%）、車いす使用者が 22 名（44.0%）
と多かった（複数回答）。介護内容は、服薬管理 42 名

（84.0%）、移動 35 名（70.0%）、更衣 23 名（46.0%）が多
かった（複数回答）。束縛感の平均値は 6.5 点、孤立感は
5.1 点、充実感は 8.4 点であった（表 1）。

避難指示発令時に避難所に避難する者は 35 名（70.0%）
であり（表 1）、そのうち要介護者が避難するために支
援が必要な者は 30 名（85.7%）いた。避難しない者は
15 名（30.0%）であり（表 1）、その理由は、避難所では
他の人に遠慮してしまうが 60.0%、自宅で過ごしたいが
40.0% であった（複数回答）。居住地域の災害の危険性を
知っている者は 40.0% であった（表 1）。被災経験者は
いなかった。備えの必要性を認識している者は 94.0% で
あったが、介護用品を備蓄している者は 28.0% であった 

（表 2）。
2. 避難意向の関連要因
避難意向と有意な関連がみられたのは、要介護者の会

話の支障と介護に対する充実感であった （表 1）。

考察
1. 災害の備えの実態について
家族と連絡方法を確認していた者は 59.6%、避難所・

避難経路を確認していた者は 52% であった。要介護者
との別居家族を含めた調査 3）では、災害時の無事を確認
する方法を話し合っていた者は 31.9%、避難場所や避難
方法を話し合っていた者は 35% であった。本研究の対
象者の割合が高かったのは同居家族に限ったため、要介
護者と話し合うことが容易だったことが影響したと考え
る。一方、備えの必要性を認識していた者は 94% であ
るが、介護用品を備蓄していた者は 28% と少なかった。
具体的に必要な備えについて介護者と一緒に準備してい
くことが必要である。

本研究では、居住地域の災害の危険性を知っていた者
は 40％で、一般高齢者における結果（77.4％）11）に比べ
低かった。これは介護に追われ、地域から災害に関する
知識を得る機会が少ないことが考えられる。地域の過去
の災害を知っていることは備えと関連していることか
ら 12）、介護負担を減らして災害の知識を高めることが大
切だと考える。

2. 避難意向と関連要因について
避難所に避難する者は 70% であった。要介護認定を

受けた家族において、自宅が一部被災した場合に避難所
を希望する者は 41% であった 10）。また、避難勧告発令
後に避難する者は 54.6% であった 6）。本研究は避難指示
発令時の避難意向であるため割合が高かったと考える。
このような在宅介護家族の避難指示発令時の避難意向は
本研究が初めて示した。

避難する者のうちの 85.7% は避難時に支援を必要とし
ていたが、近隣の支援を受けられるのは 42% であった。
先行研究でも、近所を頼りにできる介護家族は 44% と
いう報告がみられ 13）、地域全体で共助の必要性を認識し、
近隣の結びつきを強めて避難について話し合うことが大
切である。

避難意向の関連要因として要介護者の会話の支障が挙
げられた。これまでに避難意向に身体機能が及ぼす影響
については、Barthel Index の平均点は避難する者の方
が避難しない者より高かった 6）。また、要介護度 1 ～ 3
で避難する者は 62.6%、要介護度 4･5 では避難しない者
が 61.5% であった 6）。身体機能によっては、自宅にいる
よりも避難所に行く方が支援を受けられるメリットがあ
る一方で、避難所に介護を必要とする家族を連れて行き
にくいという思いや事情があることも考えられる。避難
方法について個別に相談し対応していく必要がある。

本研究で初めて、介護に対する充実感と避難意向との
関連が認められた。充実感は介護に対する肯定的な思い
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表１　避難意向別にみた家族介護者の属性、介護状況、災害の知識

表２　災害の備え
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であり、介護を前向きに捉えているから避難する意向に
つながったと考える。介護肯定感は介護に対する充実感、
自己成長感、高齢者との一体感という概念で構成され、
形成には要介護者との関係の良さが重要であると言われ
ている 14）。このことより、介護によって得られる成長や
学びを実感し、要介護者と良好な関係を築けるように環
境を整えることで、介護充実感が高まり災害時の避難に
つながると考える。　

3. 研究の限界
対象者は一部の地域と施設利用者の家族に限られてお

り、対象数を増やして本結果を検証する必要がある。

結論
介護者 50 名中、避難指示発令時に避難する者は 70%、

避難しない者は 30% であった。避難意向に要介護者の
会話の支障と介護に対する充実感が関連していた。
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